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そこで本研究では， 近代移行j期り切}における i内斗航;海j毎正ι.l述i主およぴび、iドい内j大什長すJI陸P箆主Uヌ水1<~述ìlli主:の il愉i翁命 j送差力の j由ωj或掬(的'1ηi均'J11三夫九i:2引1:1
ために， このJiL本となる日本全国の船舶妻女の分布を市部単位に i明らかにすることを l~ll'!'J とする.分布
図は徴発物件一覧表の明治23年度分をj召し Eて作成し，明治23年という 1寺川が内航海巡および!大JI注水述
















船舶のJItでは，日本形船舶(大手1Ij杉1¥l}L奇心)を50石以 i二と鮮{，¥I、小廻に区分し，また船舶数の槻に 'imJ 















第]1誌は I明治23il三における市il日U船舶の分布 (50石以上， jJ[j洋形は20トン刀、_I二)を示し，第 l表
にはJj:ぞ!な港湾.?IJ岸がおおむね合まれる40笠以上の船籍地を示した.当然ながら，多くは港湾であ
るが，一部内I(一主の?iJ芋がみられるため jを湾と ?ilJJ芋を個別jに1兄り上げる.第 1I亙!ならびに第]表によっ
て，地方臼Ijにまず港湾における和HlI'の分布の特色を明らかにする.なお，第 1Itlはilt¥l) jJIj，第 1表は
港湾.?ilJ W:jJUの船舶を文集計ー であるため， 第 11:Z1と第 1表は必ずしも対応しない.
北海道で、は， i函館泌が118笠と最大の船籍地であり，このうち20トン以上の西洋形船舶が7]隻もあっ
た.これに次ぐのが，松前1.1156隻であり，主的は45隻，根室は41隻であった. 50石積み以上の大きな
如鴻I~I カぐさ:タトに少〉ないのは， /J '\t~主で、ある.
東北地方で、は，下北-半島から日本海沿岸にかけてと，三i注沿岸南部と北上J1 1水系に船舶が集iヤして
いる. ド北部は94隻と多く，内TLli?~(:. Jl三船舶20トン以上・未満が各1隻あった.東津軽郡は青森12隻を
合む40隻， TJfj 計上 il創出はト三淡 15隻を含む23隻，北?~!J:íl引ill は小 ?1~130隻を合む53隻と 津軽1ilの合計は
116隻に迭する.秋田県では，米代)1の河口港能代が42隻，雄物川の河口港土I1時は28隻，子吉)1の河
口港本ヰE は6隻 J;~I越が5隻(内]隻西洋形)と河口港に船舶が集中している.山形県では，最上)1 1の
河口港油田は13隻 (1ノヲ1隻西洋形)に過ぎないが， JLtHI! )1郡では沿海21隻など53隻に登っていた.一一方，
太平洋側の三陸沿岸では気仙郡が47隻と集中し，末1I奇と小友に1隻ずつ西洋形船舶がみられた.また，
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2 資料) 11明記ì24 年rY:Bé~却 1l-ー覧表」よりイ/FI&:












































46 1ぷJ1 LI L!，t-
47 1工、，I~j L' i~ 
48 F:-Jlj(り1~ 















6iJ :1 ヒi低/jザリd一I:;と立{ 
65 1品主う:j9主知:1羽i日j川り仏，1，
6ω6 兵j咋l市iド{県
67 1f~ ヰ本ζザ県j己L 
68 グ';_J)城主りiL
6ω9 二ご守Z手重F立:ザ県i芸L 
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西?~(:: JI三時Ø f，J I~1 がにしん治など漁業用の船舶が多く含まれていると考えられるが，これらは，している.
道:jヒで、は船舶の分布が相これに対して，松山1tlj姥ネ1Iにl隻あった函館に3隻，松前郡校ノ IJ奇に2隻，

































の比率の高さを示している.木曽三)11 流域では，下流部三者j~の合計が5 ， 000隻を超える.この他，佐

































1.530隻，大三島ではl、149隻， また I~@， II皮諸島では4 ， 899隻と船舶数が多い.一方，内陸部でも船舶皆










く，種子島は643隻， J~久島は567隻，奄美大島 1 ， 450隻であった.また， itjJ縄本島は3，041隻であった.
九州地方で'4~j:筆すべきは，有明海沿岸に20 トン未満の西洋形船高1~138隻を数えることができ，規模は小
さいが， iL[j ?~(:. 71河合舶の導入に積極的であったことが何われる.
V 内航海運と内陸水運の輸送力
V -1 内航海道における輸送力の変化




















前に増加している. しかし トン数すなわち輸送力の面では 西洋形帆船の輸送力が日本形rl~L船のそ
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lI: 1)資料 1-1ヰ汁i'l主!統;;j-:q:.鑑」
;t 2)汽船・ i悦骨(;トン数は，明治2711ミまでそ三簿トン数， 28年以降は総トン数
;1 3) E!二本 ~~'II悦船の fijJ?f:ì31 ilミは数似不 Ij 't
第 3国 明治・大正JUlにおける船舶数とその;む消防士の変化

































た.これらの I)~降水路の I)~，米代)1，雄物川，荒)1， 1 1 け 1]')11 では ((1iJ(~が就航していなかったが，他の
?ilJ )11 水系や先芭il~JJ を加えた湖沼ではすでにYぱ(}が就航していた.
19年から32年にかけて， )1船輸送力は全体として24%おり支Jm}JIしている. J目力1したj可)1;1<.系は， ~~_~-i 
木)1，最上)1 ，久慈)1，那珂川，利根川，接老)1，九Dl1屯)1，1子;士)1，天屯)1，虫:)1，木i品1)1， 1f削I}





















(2) 50石以上の船舶分布を m'~m別にみると，近 11上 WJ以米の Ptj廻り・束廻り航路の港湾の輸送力が依然
IbJかったことが確認できる.すなわち，北前船拠点港の新湊， }予東j友i江ミUザ午干刊:

















(代表者: EEI1;;J-俊和)における分担研究成来の一部で、ある.なお，船舶分布 I~I は'白坂手11 人氏に製|苅していただ
いた.記してお礼申し上ーげ、る.
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Transport Capacity and Distribution of Ships 
in thεEarly Modern J apan 
Atsushi ONODEIV¥ 
The clistribution of ships of ]apan in 1890 was mappecl ancl analyzecl to eluciclate the trans今
port capacity in the ocean， lakes， ancl ri vers in the early moclern periocl 
iヨaseclupon the statistical category， ships are c1assifiecl into those with the capacity of 50 
koku (7.5 tons) or IlO代 anclthose with less than 50 koku capacity 
The clistrilコutionof ships with the capacity of 50 koku or more inclicates the concentration in 
Kobe， Tokyo， Osaka， Yokohama， Nagasaki， ancl Nagoya. Consiclerable ships are also clistributecl 
in the Tokyo 13ay， Ise 13ay， Mikawa 13ay， southern 1くiPeninsula along the route between Tokyo 
ancl Osaka. On the route between Hokkaiclo ancl Osaka， many ships exist in the Toyama 13ay， 
Noto Peninsula， ancl Seto Naikai. The area along the Ariakekai shows the most concentration in 
iくyushu.
13y contrast， many boats with less than 50 koku are iclentifiecl in the Sanriku coast， Shima 
Peninsula， ancl Genkainacla司 mainlybecause those small ships are shipping boats. The small 
ships in the inlancl areas ancl such urban areas as Tokyo， Nagoya， Osaka are cargo boats 
13asecl upon the analysis of the c1istribution， this stucly cliscussecl the changes in the transport 
capacity in 12 years. It is iclentifiecl thaL the ship transportation in the last t¥VO clecacles are the 
19th century are characterizecl by the Lransition from traclitional to Iloclernizecl systems. 
